
ネ パ ー ル 視 察 結 果 及 び 今 後 の 対 応 に つ い て  

 

記  

1． 視 察 日 程  

  2025 年 4 月 20 日 ㈰ ～ 24 日 ㈭  

・ 往 路 :20 日 ㈰  9:15 羽 田 空 港 発 → 21:45 ト リ ブ バ ン 空 港 着  

   ・ 復 路 :23 日 ㈬ 23:00 ト リ ブ バ ン 空 港 発 → 24 日 ㈭ 15:45 羽 田 空 港 着  

 

2. 視 察 先  

・ 送 出 機 関 ： WORLD FAVOUR OVERSEAS  

h t t p s : / / w f o - j p . c o m /  

・ 送 出 機 関 ： SUCCESS NEPAL MANPOWER AGENCY 

h t t p s : / / w w w . s u c c e s s n e p a l m a n p o w e r . c o m /  

・ 在 ネ パ ー ル 日 本 国 大 使 館 、 医 療 施 設 等  

 

3. 視 察 者  

・ 外 国 人 材 受 入 事 業 会 議  担 当 役 員   山 本   登  

・ 外 国 人 材 受 入 事 業 会 議  構 成 員   大 田  泰 正   

・ 外 国 人 材 受 入 事 業 会 議  構 成 員   須 田  雅 人  

 

4． 視 察 内 容  

(1) 4/20-21 空 港 到 着 、 カ ト マ ン ズ 市 内 の 様 子 。  

空 港 か ら 車 で 約 20 分 の ホ テ ル に 到 着 。 市 内 は 埃 だ っ て お り 、 交  

通 量 は 多 く 朝 夕 は 渋 滞 。 日 本 と 同 じ 右 側 通 行 、 車 は 右 ハ ン ド ル 、  

信 号 は ほ ぼ な く 警 察 官 が 手 信 号 で 交 通 整 理 。 車 は ス ズ キ 、 ヒ ュ ン  

ダ イ 、 ま れ に EV の テ ス ラ 、 BYD が 走 行 。 ニ 輪 車 も 多 く ガ ソ リ ン は  

リ ッ タ ー 190 円 、 車 の 輸 入 関 税 は 300％ と の こ と 。  

＜ 空 港 到 着 、 市 内 の 様 子 ＞  

  



 

（ 2） 4/21 午 前  送 出 機 関 WORLD FAVOUR OVERSEAS の 視 察  

ビ ナ ヤ 氏 （ 日 本 語 教 育 ア ド バ イ ザ ー ）、 リ ラ 氏 （ マ ー ケ テ ィ ン グ  

デ ィ レ ク タ ー ） と 打 合 せ 。  

 

＜ 施 設 、 関 係 者 の 様 子 ＞  

    

  

 



カ ト マ ン ズ に あ る こ の 送 出 機 関 は 2004 年 設 立 、 日 本 語 学 校 を 3 つ     

持 っ て い る 。 候 補 者 か ら は 50 万 ル ピ ー （ 約 50 万 円 ） を 学 費 と し て

徴 収 し 、 各 自 が カ ト マ ン ズ 市 内 の ア パ ー ト で 共 同 生 活 を し な が ら 通

学 し て い る 。 現 在 約 600 名 が 在 学 中 で 50 名 以 上 を 介 護 実 習 生 と し て

送 り 出 し 、 宮 崎 県 に あ る 病 院 に も 送 出 し た 実 績 も あ る 。 候 補 者 の 内

訳 は 男 性 6 割 、 女 性 4 割 、 女 性 は ほ ぼ 介 護 実 習 生 で 介 護 福 祉 士 を 目

指 す 。  

こ れ ま で 中 東 派 遣 が 多 か っ た が 、 性 的 問 題 が 多 い た め 、 日 本 は 安

全 と い う 理 由 か ら 日 本 に 行 く 人 が 多 く な っ た 。 候 補 者 の 多 く は 高 卒

で 、 日 本 語 学 校 入 学 時 に 学 力 適 性 を 見 極 め て か ら 入 学 し 、 約 1 年 か

ら 1 年 半 の 日 本 語 、 介 護 、 慣 習 の 教 育 を 行 い 、 日 本 語 能 力 N3（ NAT-

TEST） で 入 国 さ せ る 。  

ネ パ ー ル の 人 口 は 約 3,000 万 人 、 そ の う ち 約 800 万 人 が 出 稼 ぎ で

中 東 、 イ ン ド な ど に 行 く 。 現 地 の 月 給 は 1.5〜 2 万 円 、 産 業 は 農 業 と

観 光 が 中 心 、 カ ト マ ン ズ に は 約 400 万 人 が 住 ん で い る 。 一 方 地 方 で

は 就 職 機 会 が 少 な い た め 、 若 者 は ほ ぼ 出 稼 ぎ に 外 国 へ 出 国 す る 。 女

性 は 結 婚 し て も 別 居 し て い る 夫 婦 も 普 通 で あ り 、 お 金 を 稼 ぐ こ と が

優 先 す る 。  

ネ パ ー ル 人 は 大 家 族 で 生 活 を す る 文 化 が あ る た め 、 祖 父 母 の 世 話

を す る 機 会 が あ り 、 そ の た め 介 護 と い う 仕 事 を 目 指 す 若 者 が 多 く 、

人 の 世 話 を す る こ と に は 慣 れ て い る 。 ま た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力

が 高 い 人 が 多 く 、 ネ パ ー ル 語 の 文 法 も 日 本 語 と 同 じ た め 、 日 本 語 習

得 能 力 が 高 く 発 音 も 綺 麗 な 印 象 で あ っ た 。  

 

実 習 生 （ 高 卒 ） 1 人 の 費 用 （ 入 国 後 に お 支 払 い ）  

① 病 院 が 送 出 機 関 へ 支 払 う 費 用 は 、  

・ 日 本 語 教 育 委 託 費 用 90,000 円  

・ 入 国 前 講 習 及 び ネ パ ー ル 大 使 館 へ の 手 続 き 等 の 費 用 66,000 円  

※ 往 復 の 渡 航 費 は 別  

 

② 全 日 病 が 送 出 機 関 へ 支 払 う 費 用 は 、 5,000 円 （ 毎 月 ）  

 

既 に 介 護 実 習 生 と し て 京 都 、 愛 媛 の 施 設 で 内 定 を 得 て い る 候 補 者  

3 名 と の 面 談 を 行 っ た が 、 教 育 開 始 7 か 月 で N4 レ ベ ル 。  

※ そ の 様 子 は 下 記 URL か ら 動 画 で ご 確 認 く だ さ い 。  



h t t p s : / / x g f . n u / A N L b H  
 

（ 3） 4/21 午 後  Nepal national hospital の 視 察  

院 長 Dr.Prakash Paudyal 氏 と の 情 報 交 換 を 行 っ た 。 こ の 病 院 は  

私 立 の 急 性 期 病 院 で あ る 。 山 本 担 当 役 員 か ら ネ パ ー ル に 来 た 目 的  

を 告 げ た と こ ろ 、 院 長 か ら 日 本 の 病 院 で 医 療 従 事 者 の 研 修 を す る  

こ と が で き な い か な ど の 提 案 が あ っ た が 、 山 本 担 当 役 員 か ら 、 日  

本 の ル ー ル で 細 か い こ と が あ り 、 例 え ば 医 療 行 為 に 関 し て は 国 家  

資 格 が 必 須 な こ と や 渡 航 費 用 、 滞 在 費 用 等 の 面 も 含 め 、 課 題 を ク  

リ ア す る 必 要 が 多 々 あ る と 説 明 し た 。  

大 田 構 成 員 か ら は 、 実 際 に 研 修 名 目 で ベ ト ナ ム 人 医 師 を 連 れ て  

き た こ と が あ る が 、 彼 ら の 関 心 事 は 技 術 よ り も シ ス テ ム で あ っ た  

こ と な ど を 説 明 し た 。  

そ の 後 、 院 内 見 学 を 行 い 終 了 し た 。 患 者 の 療 養 上 の 世 話 は 家 族  

  が 行 い 、 オ レ ン ジ 色 の 上 着 の 人 は 看 護 師 。  

 

＜ 施 設 、 関 係 者 の 様 子 ＞  

 

  



   

   

   

（ 4） 4/22 午 前  日 本 国 大 使 館 訪 問  

横 山  一 等 書 記 官 及 び 関 谷  専 門 官 と 面 談    

 

日 本 に い る ネ パ ー ル 人 は 約 23 万 人 。 そ の う ち 留 学 生 が 約 8 万 人 、

技 術 人 文 知 識 (在 留 資 格 )が 約 6 万 人 、 特 定 技 能 や 技 能 実 習 で 約 1 万

人 未 満 。 ネ パ ー ル 人 の 気 質 は 真 面 目 、 与 え ら れ た 仕 事 は き ち ん と や



る 印 象 、 言 語 能 力 が 高 く 英 語 も で き る 人 が 多 い 。 日 本 人 と の 親 和 性

が 高 い と 言 わ れ て い る 。  

 

先 日 静 岡 県 庁 が ネ パ ー ル 現 地 で セ ミ ナ ー を 行 な っ た 。 県 内 に い る

ネ パ ー ル 人 が 東 京 へ 流 れ て し ま う と い う 悩 み が あ る と の こ と で あ っ

た 。 ネ パ ー ル に も た く さ ん の 送 出 機 関 が あ る が 、 悪 質 な 送 出 機 関 も

あ る の で 見 極 め が 重 要 で あ る 。 ネ パ ー ル 人 は 隠 す こ と が う ま い の で

気 を つ け て 欲 し い 。  

 

ネ パ ー ル 人 の 海 外 出 稼 ぎ 先 は 、 オ ー ス ト ラ リ ア が 最 優 先 、 次 に 日  

本 、 中 東 、 マ レ ー シ ア と 続 く 。 農 業 の 話 に 関 し て い う と 、 農 業 の 生  

産 性 が 低 い 。 若 者 が お 金 目 当 て に 海 外 へ 就 職 し 、 ネ パ ー ル の 農 業 発  

展 に 寄 与 し て い な い 現 状 が あ る 。 ネ パ ー ル 人 の ビ ザ 申 請 は 留 学 ビ ザ  

の ピ ー ク が 2 月 か ら 4 月 で あ り 、 こ の 処 理 に 膨 大 な 時 間 を 要 し て い  

る の で 、 こ の 時 期 を 外 さ れ た ほ う が 賢 明 で あ る 。  

 

（ 5） 4/22 午 後  ネ パ ー ル 労 働 省 訪 問  

労 働 省 の 広 報 官 (序 列 3 位 )と 面 談  

ネ パ ー ル は 今 、 韓 国 語 ブ ー ム で あ り 、 多 く の 若 者 が 韓 国 へ 出 稼  

  ぎ に 行 く 。 ネ パ ー ル と 韓 国 は 協 定 を 結 ん で お り 、 結 び つ き が 強 く  

  な っ て い る 。 今 回 日 本 か ら 訪 問 い た だ い た が 、 民 間 で も で き る こ  

と を ど ん ど ん や っ て い た だ き た い 。  

そ れ と 技 能 実 習 生 が 日 本 へ 出 国 す る た め に 日 本 語 能 力 試 験 の 他  

に ネ パ ー ル 国 内 で も う 一 つ 試 験 を 課 し て い る 団 体 （ 団 体 名 ジ ャ  

ン ） が あ る 。 こ の 試 験 に 合 格 し な い と ビ ザ が 発 給 さ れ な い 現 状 で  

あ り 、 こ れ が 余 計 な 負 担 に な っ て い る こ と か ら 、 ど う に か な ら な  

い か と 提 案 が あ っ た 。  

＜ 施 設 、 関 係 者 の 様 子 ＞  

  



 

（ 6） 4/22 午 後  送 出 機 関 SUCCESS NEPAL MANPOWER AGENCY 訪 問  

代 表 取 締 役 社 長 の マ ニ シ ュ 氏 、 日 本 人 女 性 の 日 本 語 講 師 （ ネ パ  

ー ル 在 住 10 年 ） と 打 合 せ  

2008 年 に 語 学 留 学 生 の 派 遣 か ら 始 め 、 2011 年 に こ の 会 社 を 設 立  

し 、 主 に 中 東 へ 建 設 業 の 人 材 送 出 し 、 2018 年 か ら 介 護 実 習 生 の 送  

出 し を 始 め た 。 午 前 は 就 職 先 が 決 ま っ て い な い 学 生 向 け の 授 業 、  

午 後 は 面 接 合 格 者 向 け の 授 業 で 、 現 在 約 280 人 が 勉 強 中 で あ り 、  

男 性 が 多 く こ の う ち 女 性 は 10%以 下 で あ る 。 そ の 理 由 は 中 東 へ 建 設  

業 中 心 の 人 材 送 出 し を し て い た こ と も あ り 、 ネ パ ー ル 現 地 で も そ  

の よ う な 口 コ ミ が 広 が っ て い る 印 象 。 こ れ ま で 日 本 へ 送 出 し た 実  

習 生 の 職 種 は 、 建 設 業 を 中 心 に 介 護 職 は 56 名 を 送 出 し て い る 。  

＜ 施 設 、 関 係 者 の 様 子 ＞  

  

 

9 ヶ 月 で N3 レ ベ ル の カ リ キ ュ ラ ム 作 成 も 終 了 し 、 介 護 実 習 生 は  

N3 で 送 り 出 す 。 受 入 病 院 が 送 出 機 関 へ 日 本 語 費 用 17 万 円 を 支 払 い  

監 理 団 体 が 送 出 機 関 へ 毎 月 5 千 円 を 支 払 う シ ス テ ム 。 で き れ ば 1 ク  

ラ ス 15 人 位 を 構 成 で き る 求 人 票 数 は 欲 し い と こ ろ で あ る が 、 最 低 6 

人 か ら で も 検 討 す る 。 す で に 日 本 在 留 4 年 4 ヶ 月 で 介 護 福 祉 士 に 合  

格 し た 実 習 生 も い る 。 教 育 現 場 の 印 象 と し て は 長 く 日 本 語 を 勉 強 す  

る 学 生 は 少 な い 。  



 

ネ パ ー ル は 土 曜 だ け が 休 日 で あ り 、 日 曜 が 試 験 日 で あ る JLPT 試  

験 の 開 催 に 課 題 が あ っ た が 、 カ ト マ ン ズ 市 内 で 2 か 所 開 催 で き る 状  

況 も 生 ま れ 改 善 さ れ つ つ あ る 。  

 

そ れ と 労 働 省 で 問 題 提 起 が あ っ た 日 本 語 能 力 試 験 と は 別 の 試 験 の  

存 在 に つ い て 確 認 す る と 、 13 名 の ネ パ ー ル の 上 級 公 務 員 が メ ン バ ー  

で あ る JICA 同 窓 会 と い う 団 体 (Alumni Association Nepal Japan) 

が 開 催 し て い る 試 験 が あ る 。 15 問 の 口 頭 試 験 （ 日 本 語 訳 の 確 認 ） で  

全 問 正 解 が 求 め ら れ 、 日 本 語 能 力 試 験 N4 や N3 を 合 格 し て い た と し  

て も 、 ネ パ ー ル と し て 出 国 を 認 め な い 現 状 が あ る 。 試 験 費 用 は 1 人  

3,300 ル ピ ー （ 約 3,300 円 ） で あ る が 、 一 方 現 地 に も 問 題 が あ り 、  

偽 造 の N4 証 明 書 を 発 行 し て い る 現 状 も あ り 、 面 接 し て 発 覚 す る こ  

と も あ る 。（ も し か す る と 、 こ う い う 不 正 を 正 す た め に 、 こ の JICA 

同 窓 会 な る 存 在 が あ る の か も し れ な い ？ ど ち ら が 正 義 か は 判 断 で き  

ず 、 現 地 の 闇 を 感 じ た 。）  

 

5． 今 後 の 対 応 に つ い て  

  今 回 視 察 し た 送 出 機 関 2 社 の 日 本 語 教 育 水 準 (N3 で 送 出 し )を 鑑 み 、 

今 年 の 8 月 に 改 め て 現 地 で 契 約 （ 調 印 式 ） を 取 り 交 わ し た く 、 何 卒 ご  

承 認 を 賜 り ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

以 上  



 

参 考  【 技 能 実 習 ( 育 成 就 労 )  ⾼ 度 ⼈ 材 育 成 コ ー ス 】 3 年 間 費 ⽤  

１ ． ベ ト ナ ム の 場 合  

・ 医 療 短 ⼤ 看 護 学 部 ３ 年 卒 、看 護 ⼤ 学 卒 業 者 、⽇ 本 語 レ ベ ル N ３ 相 当  

・ 費 ⽤ ： 技 能 実 習 ⽣ ( 育 成 就 労 外 国 ⼈ ) 1 ⼈ あ た り （ ⼀ 例 ）  

1 年 ⽬  

初 期 費 ⽤  ⽇ 本 語 教 育 費  

1 2 か ⽉ ( ⾮ 課 税 )  

3 0 0 , 0 0 0 円  

渡 航 費 ( 税 別 / 往 復 )  

季 節 変 動 あ り  

7 0 , 0 0 0 円  

継 続 費 ⽤  監 理 費  

1 2 か ⽉ ( 税 別 )  

4 8 0 , 0 0 0 円  

( ⽉ 4 0 , 0 0 0 円 )  

計  8 5 0 , 0 0 0 円  

2 年 ⽬ 以 降  

継 続 費 ⽤  監 理 費  

1 2 か ⽉ ( 税 別 )  

4 8 0 , 0 0 0 円  

( ⽉ 4 0 , 0 0 0 円 )  

3 年 間 合 計  

初 期 費 ⽤ ＋ 継 続 費 ⽤  1 , 8 1 0 , 0 0 0 円  

こ の 費 ⽤ に 毎 ⽉ の 給 料 は 含 ま れ て お り ま せ ん  



２ ． ミ ャ ン マ ー の 場 合   

・ ⼀ 般 ⼤ 学 卒 業 者 ( 中 退 者 を 含 む ) 、 ⽇ 本 語 レ ベ ル N ３ 相 当  

・ 費 ⽤ ： 技 能 実 習 ⽣ ( 育 成 就 労 外 国 ⼈ ) 1 ⼈ あ た り  

1 年 ⽬  送 出 機 関 A  送 出 機 関 B  

初 期 費 ⽤  ⽇ 本 語 教 育 費  

1 2 か ⽉ ( ⾮ 課 税 )  

3 1 5 , 0 0 0 円  

 

2 5 0 , 0 0 0 円  

渡 航 費 ( 税 別 / 往 復 )  

季 節 変 動 あ り  

7 0 , 0 0 0 円  

継 続 費 ⽤  監 理 費  

1 2 か ⽉ ( 税 別 )  

4 8 0 , 0 0 0 円  

( ⽉ 4 0 , 0 0 0 円 )  

計  8 6 5 , 0 0 0 円  8 0 0 , 0 0 0 円  

2 年 ⽬ 以 降   送 出 機 関 A  送 出 機 関 B  

継 続 費 ⽤  監 理 費  

1 2 か ⽉ ( 税 別 )  

4 8 0 , 0 0 0 円  

( ⽉ 4 0 , 0 0 0 円 )  

3 年 間 合 計   送 出 機 関 A  送 出 機 関 B  

初 期 費 ⽤ ＋ 継 続 費 ⽤  1 , 8 2 5 , 0 0 0 円  1 , 7 6 0 , 0 0 0 円  

こ の 費 ⽤ に 毎 ⽉ の 給 料 は 含 ま れ て お り ま せ ん  

   



３ ． ネ パ ー ル の 場 合  

・ ⾼ 校 卒 業 者 、 ⽇ 本 語 レ ベ ル N ３ 相 当  

・ 費 ⽤ ： 技 能 実 習 ⽣ ( 育 成 就 労 外 国 ⼈ ) 1 ⼈ あ た り （ ⼀ 例 ）  

1 年 ⽬  

初 期 費 ⽤  ⽇ 本 語 教 育 費  

1 2 か ⽉ ( ⾮ 課 税 )  

1 7 0 , 0 0 0 円  

渡 航 費 ( 税 別 / 往 復 )  

季 節 変 動 あ り  

2 0 0 , 0 0 0 円  

継 続 費 ⽤  監 理 費  

1 2 か ⽉ ( 税 別 )  

4 8 0 , 0 0 0 円  

( ⽉ 4 0 , 0 0 0 円 )  

計  8 5 0 , 0 0 0 円  

2 年 ⽬ 以 降  

継 続 費 ⽤  監 理 費  

1 2 か ⽉ ( 税 別 )  

4 8 0 , 0 0 0 円  

( ⽉ 4 0 , 0 0 0 円 )  

3 年 間 合 計  

初 期 費 ⽤ ＋ 継 続 費 ⽤  1 , 8 1 0 , 0 0 0 円  

こ の 費 ⽤ に 毎 ⽉ の 給 料 は 含 ま れ て お り ま せ ん  

ベ ト ナ ム 、 ミ ャ ン マ ー 、 ネ パ ー ル と も に ３ 年 間 の 合 計 費 ⽤ は 同 程 度  

育 成 就 労 制 度 が 開 始 ( 令 和 9 年 ) し た 場 合 、 現 在 の 監 理 費 ( 4 0 , 0 0 0 円 ) を ⾒ 直  
す 余 地 あ り 。  


